







- the Relationship with Parental Attitude and Child's Personality-






































M's Level of NuTturance Kind 01 Jdentilication Resulting Behavior 。1 1 
I. Very low 
n. Low 
Apathetic None 
Recept i ve-dependenl 
血.Me di um 
Reci procal 
Sel 1-寸 eliant， independ- 5 i mi 1 a r 
nurturant 
e n t， a nd s四11ewewhat
~. H i gh Re cep t iv e-dependen t Reciprocal 






















































学年 男 女 Z十
5 32 54 86 
6 32 30 62 


























性 父への|司一説 (F) 
方法
母への同一視 (M) 父母相対的同一視(D)
~Ij L M 5 L M 5 F)M F=M F (M 
男f 17 30 17 14 26 24 2 1 25 18 
質問法
女1乙 40 27 17 22 37 25 1 4 33 37 
男子 26 1 9 19 18 29 1 7 2 1 2 7 16 
S D 法
女子 31 33 20 45 17 22 23 4 1 20 
( 2 ) 















































A 16 1 9 
B 6 16 
C 22 25 
D 6 11 
E 13 1 3 
F 1 。
H 64 84 
父 母
女子 男子 女子
67 37 S4 
17 27 3 0 
66 27 S 4 
18 37 30 
S9 38 60 
25 26 24 
78 47 6 9 
6 17 15 
7 S 40 55 
9 24 29 
67 45 60 
17 19 24 
62 47 6 3 
22 17 21 
70 51 64 
1 4 1 3 20 
67 39 61 
1 7 25 23 
68 38 60 






























































































































































































点が有意に向かった (to=256. df =146. p<0.01)。ま
た.母同一械についても.男子平均得点3.69:10.70.女
子平均得¥'1.4.06土0.71であり.女子の方が男子より母同








(to =2.89. df =146. p<O 005)。母同一視につν、ては
差は有:tl:ではなかった。そして，女子では母同一視の万


























男子よりも多<(ジ =3.7093.df = 1. pく l∞1.女子
の方が男子よりも R(のんき さ)の標準的なものが少な
く(x'=3.4偲3.df = 1. p<.1∞1.のんきなものが多
かった(が =4.4877.df = 1. pく 05)。また.男子では





なものが多<(x' =28125. df = 1. p< .100).平幼的



















性格 男 子 女 子
期裂 父 母 父 偲
A 
期 待※ 矛 盾※ 消極的抱否※ 消極的指否※
B 矛 盾※ 積極的拒否※ 積極的掘i!I'※
矛 盾※
不 一致※
c 厳 格 矛 盾
不一致 不一 致
D 
E 前極的事巨寄※ 消極的拒否※ 積極的短否※ 積極的指否策





















































くない厳絡 ・溺愛.母の好ま しくない不安 ・溺愛 ・不一
表一7 質問i法による場合の親同一視と親の態度との関連(男チ)
規
父同一視 母同一視 父母相対的同 一視
L M s L M s 父〉母 父~i'J 父〈母
不安※ 不安※ 消極的 ※ 不安 ft!極的拒否 績極的J巨否※
父 fi否
溺愛※ 不一致 期厳 格待 ※ ※ 





父周一俊 母同一視 父母相対的向 一視
L M 5 L M 5 父〉母 父=母 父〈偲
消極的 ※ 溺愛※ 消極的 ※ 厳格 厳絡 ※ 
父 拒答 拒否 溺愛 ※ 
溺愛








































ましくない消極的拒否・積極的拒否 ・厳格 ・期待 ・干
渉・矛盾，母の好ましくない消極的拒否 ・積極的犯否 ・




父同一視 母 l司ー視 父母相対的問ー筏
L M s L M 5 父〉母 父ー母 父〈母
父 消極的拒否※




父同 一 視 母同 一 視 父母相対的同一視
観 L M 5 L M s 父〉母 父=母 父〈母
厳格 積極的 ※ 不安 消極的 ※ 期待 ※ 
拒否 fi1耳






盲従※ 消極的拒毎 積極的 ※ 償極的拒吾 溺愛※ 消極的 ※ 消極的拒奇※ 消極的拒否
拒否 拒否
積極的矩密 厳格※ 厳絡※ 盲従※ 積極的 ※ 
母 拒否
厳格 期待※ 期待 厳格※
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視にIEの干1則があり， fi~~' Iま仮説 3 に沿っているが後花
は沿っていなし、。SD法による親同一悦については.女子
の D~" (好ましい型)と標ijt的な付f百jー 悦に止の中!H則か
あり.男 FではA型と父母相対的に母により強いI')-rJl
とが|県lilしており， lÌíj~守は仮説 3 に沿っているが後行は
仮"見4にi合っていない。
次に. 子の性的のうち.尺度・因 Fによるむのと税I，i)

















な社会Il車応性に.tEの(不一致).t~端的な↑的Õ 'i<_':.Ë性 ・ 活
動性にf'tの (一致)1'1]紛があった。これらの結果:は.ms 
表一1 質問j去による場合の親fil寸見と fの性格 (尺度 ・削(-)との関連 (男子)
関 F
父 IJij一俊
L M s 
f宵 安定
緒























x 2 検定で有.a.水~ 1 00'0を基準とする。
W 10) - !見 父母栂対的同 一 説






























































表一12 質問法による場合の親同一視と子の性格(尺度 ・因子)との関連 (女子)
父向- l!I. 母同一視 父母相対的同一視
因子
父〉母 父圃母 父〈母L M s L M s 
情 安定
緒
安 ふつう 由帰性 ※ 
定
性 不安定
協調性大 協調性大 客観性大 協調性大 ※ 協調性大社適応
会 協調性大 ※ 
性適応
ふつう 客観性 客観性 ※ 客協調観性 ※ 協調性 協調性 唖量
不適応 協調性小 ※ 
活動 活動性大 活動性大 ※ 活動性大
活
lfJ ふつう 思考的活動性 活動性
性
非活動 思考的非活動※ 思考的非活動 のんきさ小※ のんきさ4、
外向 社会的外向 社会的外向※
外





( 8 ) 
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1kに.SD法による場合は.表-13.14の通りであった。
まず司男子の父同一視についてみると.高すぎる父同












































表-13 SD法による均合の親同一視と子の性絡 (尺度 ・因子)との関述 (男子)
:lC同一視 母向 - Ilt 父母梱 対 的同一視
因子
L M s L M s 父 〉母 父唱母 父 〈母!
情安定 劣等感小 劣神等感質小 ※ 抑 うつ性'J、 劣等感小桜
緒 経小※
安
定ふつう 劣事感 ※ 抑う つ性 神経質
性
不安定 劣等感大










非活動 非活動性 ※ 思~~活動※ 思柑cør-程調助 ~i:
外外向 支配位的大 支配性大 ※ 支配性大 支配性大事社会外向大
向
ふつう 社会的外向※ 社会的外向 社会的外向 支配性
性
内向 社会的内向大※ 社会的内向大 服従性大 ※ 社会的内向浄 社会的内向
注)無印は正の相関，来印は í~の相関を不す。
x ' 検定で有，~水準 10 %を基準と する。
( 9 ) 
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父同一俊 母同一観 父母相対 的 問 - ll.
L M s L M s ~ )母 父 - fU う((母
安定 神経質小 白婦性小 l!< 回劣帰等性小 抑うつ性小熊
情 感'J、
緒
安 』、'つう 抑うつ性 回帰性 話i
定





適 ふつう 客観性 a、~~ 客観性 ~k 協調性
応
性 不適応 非協調性 J~協調性・1・ 非協調性 ※ 主観.性 非患協調性性政性大 政大
活動 思考的活動大
活




外向 支配位大 支配位大 社会的外向※
外 社会的外向 社会的外向策 支配性 社支会配的性外向
※ ふつう
向
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表一15 税同一視と視の態度 ・チの性俗との関述 (全体的傾向)
同 f k f 明 f 1< 4ト
宜同 一 置 母ル1 一 世 正岡 ー 世 LJ . 1 一 世 主時制珂的rdJ-!Jl 受偲伺珂的同一世
L 島4 s L M s L 同 s L M s F M F_M F M F)M F・M F M 
幌 11:1:しい 3 a 1 3) @ 
官聞広
町 師ましくない 、畠 1 & 2 O， 'V ~ @ @ 
ト一一一
l'I 昨ましい tの ? 1 ω 
SDI1. 
置 1ましくない ① ① ll) (，) ヲ @ 2 @ w 
f 昨ましい ⑬ 
胃問拡 { 
町飢 -干哀し〈ない
t1:哩 時ましい E 
SD!l; 
幡 Il'lし〈亀い
世 定 (1) l @ @ 主) 11'， z+ @ 。(i) 
質問桂
f-
曹 事 2 @ 1.0 2.0 。 2.e @ ⑧ 尺 2 l 2 迂・ 。.1・:・ 1 2 
の里
@ @ - 不安定 3 a 2+ 9ー.・ 2 a (j) 
一 性肉f '責 定 品.1令 1 3・‘:・ ① 1 喝} 1 1・ ，-1) 2 ~ ， I令 .i) れ'.2・: a 自 、・1・幅v
SDIt. ' • l・1‘ 1⑬ E 。3 @ Q; t @ ω，ド: 2.0 























えられ. また. ~J fと比べた場合に.親とチの性の組み


















なく後将はより Hましいと J号えた。 だが.依1;~~ な性的の
うちの極端に安定 ・適応・活動 ・外I;Jlの性絡を好ましい
性怖と考えれば.男子の質問法と 5D法による父I，;Jー 悦.
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Summary 
This study examined the hypothesized curvilinear relationshlp among th巴par巴ntalidentification， the parental ati・
tude and the child's personality. Subjects were fi fth and sixth grade children (64 boys， 84 girls) 
There were some significant collerations between the desirable attitudes of par巴ntsand the desi rable personali ty of 
childr巴n，and the undesirable attitudes of parents and the und巴sirablepersonality of children. There were some 
significant collerations between the attitudes of parents and the parental identification， and the personality of children 
and the parental identification， as was hypothesized Some unexpected results were discussed， then. itwas suggested 
that there might be the oth巴rrelations differed from the hypotheses in some par巴nt.childcombinations of sex 
( 13) 
